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この度は本誌を手に取っていただき誠にありがとうございます。第 27号では、2022年度の活

動の一部を掲載しています。授業が対面に戻ったことにより図書館に足を運んでもらえる機会が

増えたと考え、図書館自体に興味を持ってもらうことを目標として活動した一年となりました。この

冊子が私たちの活動に興味を持っていただけるきっかけの一つになれば幸いです。 

 

梅光学院大学の学生目線で図書館をよりよくしていこうと活動しているボランティア団体です。

テーマに沿って POP を作ったり、本棚にコーナーを作ったり、図書館を盛り上げるために、様々な

活動に取り組んでいます。活動内容はみんなで考えながら行っているため毎年変化しています。

本が好きな人や本をあまり読まない人にも図書館に興味を持ち、居心地良いと感じてもらえるよ

うにこの一年頑張って活動しました！ 

「Tabula rasa」とは、社会契約説を唱えたジョン・ロックの言葉で、ラテン語で「白紙」を意味

します。「生まれたとき人は皆白紙である。そこに、経験によって様々な観念が書き込まれる」私た

ち図書館サポーターも「白紙」に書き込んで行くように活動の幅を広げていき、多くの経験をしてい

きたいという思いを込め、2005年の「図書館新聞」を起点として広報誌の名前としています。 
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－本の福袋－ 

本の福袋…テーマに沿った複数の本が入った紙袋を、紙袋ごと貸し出すというもの。

紙袋に入った状態で貸し出すため、利用者は何の本が入っているか開け

るまでわからない。 

 

 

 

自分で本を選んで借りると借りる本の内容やジャンルが 

偏りがちになってしまうため、他のジャンルの本と出会う機会を作ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月（5/9） 

 

狙い 
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「本の福袋」作成の流れ 

① 本のテーマを決める。 

② テーマに沿って、ジャンルや本の形態問わず、数冊選ぶ。 

③ テーマがわかる POP を作り、紙袋に貼り付ける。 

④ 貸出用バーコードを印刷して、紙袋に張り付ける。 

⑤ 本を紙袋に入れる。 

 

 ※貸出用バーコードを紙袋の外側

に貼ることによって、紙袋の中の

本を取り出さずに本の貸し出し手

続きを行うことができます。 

５ 

 

このポスターを印刷して大学校内で   

宣伝しました→ 



 

 

 

 

－夏の本特集コーナー－ 

夏にまつわる本を選び、 

POPや夏らしいイラストで 

飾ることで「夏の本特集コーナー」 

を作りました！ 

                    空白の部分に手作りで「夏」の字を入れました↑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月（7/5） 

 

 

 

夏の本特集コーナー手順 

① 夏に関わりのある本をジャンル問わず数冊選ぶ。 

② かき氷やスイカなど夏をイメージして飾りを作る。 

③ 飾りをコルクボードに貼り、①で選んだ夏にまつわる本と一緒に並べる。 
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〈4年生より〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館サポーターに入部することで、大学生活においてより多くの楽し

い経験をすることができたと感じています。 

オンライン授業で今までできていた活動ができず、新たな活動を一から

考えて作り上げていくというのは大変でしたが、先生方や部員のみんな

に助けられながらやり遂げることができました。 

図書館サポーターに関わる皆様に感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

図書館サポーター部長 東 初星 

７ 

私は図書館が好きという気持ちだけで、図書館サポーターというも

のが何かわからないまま入部しました。それでも、今までを振り返る

と多くのことを経験できたと思います。 

入学当初、コロナ禍で、例年通りの活動ができずにいましたが、先

輩方の提案で、文化祭では古本市をしたり、本の福袋を作ったり

と楽しい活動をすることができました。制限がある中でも楽しい活

動ができたのは、貴重な経験だと思います。 

お世話になった先生方や部員の皆さん、ありがとうございました。 

            図書館サポーター副部長 又吉 美咲 



 

〈編集後記〉 

ここまで「Tabula rasa」をご覧いただきありがとうございました。 

作成しながら図書館サポーターとしての活動を改めて思い出すことがで

きました。 

そして、このように一年間楽しく活動することができたのは、皆様が

図書館サポーターにご支援くださったおかげだと実感しております。 

この場を借りて心から感謝申し上げます。 

 今後も図書館サポーターの活動を見守っていただけると幸いです。 

最後までお読みくださりありがとうございました。 
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